
横浜市広域でシェアサイクル
事業の社会実験を始めます！
〜公共交通の機能補完や脱炭素社会の

形成を⽬的に事業を展開〜
2022年６月10日
市長定例記者会見
説 明 資 料



■ 事業者の皆様と協定を締結し、
広域シェアサイクル事業社会実験を開始

横浜都⼼部区域（対象外）※詳細範囲は記者発表資料掲載URL参照重点展開区
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■ 社会実験の概要

【横浜市】

・社会実験全体の総括
・公有地サイクルポート

⽤地の調整・確保
など

【協働事業者】

・サイクルポート等の
施設整備、維持管理

・事業の運営全般
など

事業⽬的
①公共交通の機能補完 ②地域活性化 ③脱炭素社会の形成

④交通ルール等の周知 ⑤事業採算性の向上

連携
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■ 横浜市の主な役割
（公有地をサイクルポート用地に活用）

＜参考＞公有地サイクルポート設置候補地※
公有地種別

設置箇所
数

設置可能
台数

市営自転車駐車場 53 540
市営住宅敷地 16 116
総合公園等 8 52

区総合庁舎等 10 40
合計 87 748

市の公有地も活⽤し、市内の様々な場所に
サイクルポートを設置いただくことで、
公共交通の機能補完等の⽬的達成を⽬指す

※2021年12⽉時点
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■ シェアサイクルとは
地域内に設置された複数のサイクルポートを相互に利⽤でき、

借りた場所でなくても⾃転⾞が返却できる
利便性の⾼い交通システムです
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■ これまでの本市の取組

2022〜2024年度 横浜市広域シェアサイクル事業社会実験

2009年度 コミュニティサイクル社会実験（期間約１か⽉、ポート10か所、⾃転⾞100台）
2011〜2013年度 横浜都⼼部コミュニティサイクル社会実験（ポート33か所、⾃転⾞300台）

2014〜2023年度 横浜都⼼部コミュニティサイクル事業 baybike
（ポート110か所、⾃転⾞900台※2021年度末）
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■5社の連携で
「HELLO CYCLING」をスタート

To C/To B To B
シナネン

ホールディングス
株式会社

OpenStreet
株式会社

江ノ島電鉄
株式会社

株式会社
エネファント

株式会社
サンオータス

各社の事業活⽤で
ステーション拡⼤
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■各区域での取組内容

〇料⾦：利⽤開始30分まで130円、
延⻑15分ごと100円、12時間まで1,800円

〇開始時期：2022年7⽉（予定）

公有地サイクルポート設置候補地
北部 南部 合計

ポート数 15〜 15〜 30〜
ラック数 150〜 150〜 300〜
⾃転⾞数 75〜 75〜 150〜

〜市内の⾃由な移動を実現〜
加えて、隣接都市（川崎市、町⽥市、鎌倉市）
などとも⾃由に乗り⼊れができる
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■目指す将来像

交 通 結 節 点

太 陽 光 発 電

バ ッ テ リ ー B O X

マルチモビリティステーション
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ポート数

約110ヵ所
⾞両台数

約900台
開始時期

2014年4⽉

現エリア

中区・⻄区・
南区・神奈川区（⼀部）

ポート数

約50ヵ所〜
⾞両台数

約300台〜
開始時期

2022年7⽉〜
展開エリア

緑区・旭区・泉区・
瀬⾕区・⼾塚区・
保⼟ケ⾕区

横浜市内広域
シェアサイクル事業社会実験

※2011年4⽉〜社会実験
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観光地/地方地域

バイクシェアサービス

都市自宅

ユーザーにより使いやすいシステム
様々な事業者が導入できる

安価なシステム

サービス単体ではなく様々なプレーヤーと連携しながら「まちづくり」の⼀部を担っていく

自動車 鉄道 タクシー カーシェア

・・・

ドコモ・バイクシェアが⽬指すもの

地域課題に合わせた
様々な活用

交通手段の選択肢の一つとして
当たり前に選ばれるサービスへ

MaaS事業者 交通系事業者
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カーボン
ニュートラル 経済活性化 MaaS連携

強化
多様なニーズに
合わせたサービ
スの提供
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